
学校番号 ３００７ 

令和２年度 工業科 

 

教科 工業 科目 工業技術基礎 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 工業技術基礎（実教出版） 

副教材  

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「工業技術基礎」は工科高校の特色の一つである実習科目です。機械系、電気系、メカトロニクス系

それぞれの特徴的な実習を通して、工科高校で学ぶ専門的な知識、技能を主体的に習得してください。

各テーマ（ショップ）の作品、態度、報告書（レポート）を総合的に判断します。 

ものづくりを学ぶ上で根幹となる実習に自分から積極的に参加していきましょう。 

 

 

２．学習の到達目標 

工業に関する基礎的な技術を実験や実習によって体験し、各分野における工業技術への興味・関心を

高め、工業の意義や役割を理解し、広い視野と倫理観を養い、工業の発展をはかる意欲的な態度を身に

付ける。 

また、各系の実習の特徴を捉え、自身の系選択に役立てる。 

 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

工業技術基礎に関する

諸事情について関心を

持ち、その改善・向上

を目指して意欲的に取

り組むとともに、社会

の発展を図るための創

造的・実践的な態度を

身に付ける。 

工業技術基礎に関する

諸問題の解決を目指し

て、基礎的な知識と技

術を活用し、適切に判

断し、創意工夫する能

力を身に付けるととも

に、その成果を的確に

表現する。 

工業技術基礎の各分野

に関する基礎的な知識

と技術を身に付け、安

全や環境に配慮して機

械を合理的に設計し、

材料を適切に選択する

ことができる。 

工業技術基礎に関する

基礎的な知識を身に付

け、社会環境に適した

工業の発展・調和のあ

り方を踏まえた各実習

の意義や役割を理解す

る。 

評
価
方
法 

授業準備状況 

学習状況の観察 

レポート 

 

 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

レポート 

課題作品 

 

学習状況の観察 

レポート 

課題作品 

 

学習状況の観察 

発問に対する回答 

レポート 

課題作品 

 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

シ
ョ
ッ
プ 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

導
入 

・「工業技術基礎」を学ぶにあ

たって 

 

○ 

 

○   a:工業技術基礎の学習を通し

て、工業の各分野に共通に必要

である知識、技術、技能、態度

を主体的に身に付けようとし

ているか。 

b:各注意事項をしっかりと把

握し、安全作業を意識した行動

や回答が出来るか。 

c:服装と安全作業の関係を理

解し、そのとおり実行できる

か。 

d:報告書の意義を理解し、適切

なレポートを作成できるか。 

授業準備状

況 

 

学習状況の

観察 

 

発問に対す

る回答 

 

レポート 

 

実
習
心
得 

・知的財産とアイデアの発想 

 

 

○ ○   

・事故防止と安全作業の心が

まえ 

 

○ ○ ○  

報
告
書 

・実験、実習報告書の作成 ○ ○  ○ 

旋
盤 

 

・安全教育 

・５Ｓの意義 

・切削工具の説明 

・旋盤の基本的な操作方法 

・切削材料の説明 

・端面切削 

・センター穴あけ 

・外周切削 

・面取り 

・製作品の測定 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 作業服をしっかり着用し旋

盤操作の構造、原理について関

心をもっている。 

b: 加工の手順を思考し判断し

て正確に加工することができ

る。 

c: 正確に加工し、測定する技

術が身についている。 

d: 各工程において自分で考え

工程表を作成する。 

・ 学習状況

の観察 

 

・レポートの 

 記述 

 

・製作品 

 

・ 機械加工

の操作方法 

手
仕
上
げ 

導
入 

・手仕上げの概要と目標 

・課題図面より加工のポイント 

○ ○   a:手仕上げの各作業を主体的

に行い、その意味、意義を理解

しようとしているか。 

b:それぞれの作業の意味、意義

を把握し、安全作業を意識した

行動、回答、報告ができるか。 

c:課題作成に必要な作業を習

得しているか。安全に留意し、

作業ができているか。 

d:各作業の意味、意義を理解

 

計
測 

・ノギスによる計測 

・マイクロメータによる計測 

○  ○ ○ 

や
す
り
が
け 

・荒削り 

・平面加工 

赤あたり 

黒あたり 

・面取り加工 

・曲面加工 

○ ○ ○ ○ 



穴
あ
け 

・けがき 

・ボール盤加工 

 

○ ○ ○ ○ し、レポート等でその知識、考

察をしっかり報告できるか。 

ね
じ
立
て 

・タップ 

・ダイス 

 

 

○ ○ ○ ○ 

電
子
工
作 

半
田
付
け
の
練
習 

・電子回路素子図記号と

働き 

・工具について 

・半田付け 

・作品の評価 

・安全作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

a:電子回路素子の働きや、

半田付けの方法に関心を

持ち、意欲的に取り組んで

いる。 

また、教員、グループ員に

適時、的確に状況を報告

し、安全に作業を進めるこ

とができる。 

b: めっき線を使い、半田

付けをする際の半田の量

やすばやさなど、接触抵抗

や短絡、部品への熱の影響

（破損）を考え、その解決

に向け条件設定する能力

が身についている。 

c:半田付けについて、基礎

的・基本的な技術を身につ

けるとともに手順を合理

的に計画することができ

ている。 

d:半田付け、電子回路素子

に関する基礎的・基本的な

知識を身に付け、現代社会

における半田付け作業の

意義や役割を理解してい

る。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

製作品 

レポート 



Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
滅
回
路
の
製
作 

 

・実体図を描く 

・部品の取り付けにおけ

る注意事項 

・作品の評価と成果表現 

・安全作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

a:点滅回路の仕組みや、他

の回路との関連に関心を

持ち意欲的に取り組み安

全に作業を進めることが

できる。 

また、教員、グループ員に

適時、的確に状況を報告

し、安全に作業を進めるこ

とができる。 

b:部品の脚やジャンパー

線により、半田面の仕上が

りや短絡するなどの影響

を判断し、その解決に向け

条件設定する能力が身に

ついている。 

c:基礎的・基本的な技術を

身につけるとともに回路

作成を合理的に計画する

ことができている。 

d:基礎的・基本的な知識を

身に付け現代社会におけ

る電子回路製作の意義や

役割を理解している。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

製作品 

レポート 



オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
の
取
り
扱
い 

方 ・直流と交流について 

・オシロスコープの原理 

・オシロスコープ・デジ

タルマルチメータの取

り扱い方 

・直流測定 

・スピーカによる周波数

の違い 

・交流測定 

・音声信号測定 

・安全作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:装置の仕組みや、直流・

交流の波形などに関心を

持ち、意欲的に取り組み、

安全に作業を進めること

ができる。 

また、教員、グループ員に

適時、的確に状況を報告

し、安全に作業を進めるこ

とができる。 

b:直流と交流を波形観測

する上で、電圧・周波数あ

わせ方など、波形測定での

解決に向け条件設定する

能力が身についている。 

c:基礎的・基本的な技術を

身につけるとともに波形

観測・電圧測定を合理的に

計画することができる。 

d:オシロスコープによる

基礎的・基本的な知識を身

に付け、現代社会における

波形観測・電圧測定の意義

や役割を理解している。 

学習状況

の観察 

ワークシ

ートの記

述 

 

レポート 

デ
ザ
イ
ン
加
工 

 
・プログラムの基本 

・パソコン操作 

・G コード 

・Solid Works、SURF CAM

の操作方法 

・加工用ソフトでの 

入力作業 

・見本を作成する。 

・独自作品制作 

・アクリル板に加工 

・まとめ 

○ 

◎ 

○ 

◎ 

 

 

 

○ 

○ 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

◎ 

 

◎ 

 

○ 

 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a:ものづくりに意欲的に

関心を持つ態度が身につ

いているか。 

b：教材の扱い方が適切か、 

c：実習の取組み方が適切

でレポート作成ができて

いるか。 

d：一連の実習を通して学

習目標を理解し取組めた

か。 

授業態度 

実習態度 

課題進度 

レポート 

計
測 

原
理･

仕
組

み 計測器具の仕組みと動作の

理解 

○ ○  ○ a: 各計測作業を主体的に行

い、その意味、意義を理解しよ

うとしている。 

b: それぞれの計測作業の意

味、意義を把握し、正しい作業

学習状況の

観察 

計測実習 

レポート 器
具 

器具の名称と正しい使い方の

習得 

○ ○ ○ ○ 



実
測 

   

計測作業を行い、計測の手

順と要領の習得 

○ ○ ○ ○ を意識した行動ができる。 

c: 作業工程中に必要な計測

行為を理解し、正しく作業がで

きている。 

d: 計測の意味、意義を理解し、

レポート等でその考察を報告

できる。 

電
気
計
測 

計
測
機
器
の
取
扱 

  

電
圧
・電
流
の
関
係 

 

・回路図の図記号とその意味 

・実態配線図 

・実験回路の結線 

・電流計・電圧計の結線と測

定方法 

○  ○ ○ a: 電圧と電流の関係，オーム

の法則，抵抗の接続とその合成

抵抗に関心をもち，実験に意欲

的に取り組んでいる。 

b: 抵抗を直列接続したときと

並列接続したときでは，電流の

流れやすさが異なることを推

論できる。 

c: 正しく機器を取り扱って、

実験を行い、V，I，Rの量的関

係をグラフにまとめる技能を

習得している 

d: 実験回路の合成抵抗を計算

でき、計算値と測定値が異なる

ことについて考察することが

できる。 

作業内容の

観察 

 

ワークシート

記述状況 

 

口頭試問 

 

レポート 

 

その他 （ 準

備 ・安全作

業 ・整理整

頓・清掃） 

オ
ー
ム
の
法
則 

 

・オームの法則の実験 

・実験結果のまとめ方 

・グラフの描き方 

 

 

○ ○ ○ ○ 

各
種
回
路 

 

・抵抗の接続とその合成抵抗 

（直列・並列・直並列） 

・各種実験回路 

 （三路スイッチ・論理積回

路・ 論理和回路） 

○ ○ ○ ○ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
制
御 

    

・実習の心構え 

・Studuino の概要説明 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ開発環境の説明 

・LED 点灯消灯制御 

・モータ制御 

・ロボットカー制御 

・ｾﾝｻの使い方 

・課題 

･まとめ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

◎ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

a:ものづくりに意欲的に関心

を持つ態度が身についている

か。 

b：教材の扱い方が適切か、 

c：実習の取組み方が適切でレ

ポート作成ができているか。 

d：一連の実習を通して学習目

標を理解し取組めたか。 

授業態度 

実習態度 

課題進度 

レポート 



電
気
工
事 

電
気
の
基
礎
知
識
と
電
線
の
接
続
電
線
の
接
続
電
線
の
接
続 

１. １．電気の基礎知識 

・電気の実習を受ける 

に当たっての注意 

・電気の危険性などの 

基礎知識 

２．電気工事の基礎知識 

 ・電線の種類 

 ・電線被覆の剥ぎ取り 

長さなど 

３．電気工事の基本作業 

・工具の扱い方 

・電線の切断方法 

 ・電線被覆のはぎとり方

法 

 ・電線の接続方法 

４．課題の作成 

 ・ねじり接続ととも巻 

  き接続。 

 ・リングスリーブ接続 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: 

電気の知識や電気工事の技

術・技能に興味・関心を持ち、

積極的に安全に学習に取り組

む態度が身に付いているか。 

b: 

学んだ知識を元に、手作業およ

びリングスリーブを用いた電

線の接続を適切に行い、電線接

続における過程や結果を表現

できる能力が身に付いている

か。 

c: 

反復練習による基本的な電線

接続技術を適切に身につけら

れているか。 

d: 

電気工事に関する知識や基本

的な技術を身に付け、実際に正

しく電線接続を行う能力が身

に付いているか。 

・実習状況

の観察 

・実習報告

書 

・実習作品 

・実習に必

要な携帯

品の 

有無 

・出席状況 

・口頭試問 



器
具
へ
の
電
線
の
接
続 

１．１．電気工事の基礎知識 

 ・器具の種類 

２．２．電気工事の基本作業 

 ・連用取り付け枠への埋

め込み器具の取り付け

方法 

 ・埋め込みコンセント 

とスイッチへの電線 

の接続方法 

 ・レセプタクルへの電 

線の取り付け方法 

３．３．課題の作成 

 ・レセプタクルへの電 

線のとりつけ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 

電気工事の技術・技能に興味・

関心を持ち、積極的に安全に学

習に取り組む態度が身に付い

ているか。 

b: 

学んだ知識を元に、連用取り付

け枠への埋め込み器具の接続

や器具への電線接続を適切に

行い、器具接続の過程や結果を

表現できる能力が身に付いて

いるか。 

c: 

反復練習による器具への基本

的な電線接続技術を適切に身

につけられているか。 

d: 

電気工事に関する知識や基本

的な技術を身に付け、実際に正

しく器具への電線接続を行う

能力が身に付いているか。 



単
位
作
業 

１．電気工事の基礎知識 

 ・単位作業とは 

 ・単線図と実態配線図 

 ・電線距離と作業長さ 

 ・作業を効率よく行うに

は 

２．電気工事の単位作業 

・単位作業の進め方 

・効率的な作業を行う 

為の手順 

３．課題の作成 

 ・単位作業を行う。 

 ・道通試験を行う。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a: 

電気工事の技術・技能に興味・

関心を持ち、積極的に安全に学

習に取り組む態度が身に付い

ているか。 

b: 

学んだ知識や電気工事の基本

的な技術・技能を元に、単位作

業を適切に行い、単位作業にお

ける過程や結果を表現できる

能力が身に付いているか。 

c: 

単位作業を通して、第１回およ

び第２回で学んだ電気工事の

基本的な技術・技能が定着して

いるか。 

d: 

電気や電気工事に関する知識

や基本的な技術を身に付け、実

際に正しく単位作業を行う能

力が身に付いているか。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


